· ☆救う会全国協議会ニュース★☆（2012.08.03）

　北朝鮮が拉致を認めてから来る９月で丸１０年。拉致の命令者・金正日が死亡して北朝鮮が金正恩新体制になった今年、拉致問題の早期解決を求める意見書が、全国の地方議会で相次いで採択されている。

■４４都道府県・１２５市区町村議会が意見書を採択

　都道府県議会では、２月定例会で３１道府県、６月定例会で２１都県の議会で意見書が採択され、奈良、和歌山、沖縄の３県を除く４４都道府県議会で採択されている。しかも、２回続けて採択したところが、青森、群馬、千葉、神奈川、新潟、徳島、佐賀、熊本の８県議会あり、全員救出を悲願とする多くの国民・県民の心を反映してくれている。

　また市区町村議会でも、全国１，７４２市区町村の７．２パーセントに当たる１２５市区町村議会で同様の意見書が採択されていることが分かった。府中市（東京都）、黒部市（富山県）、高知市（高知県）の３市議会は２回続けて採択している。

　都道府県別に見ると、採択した市区町村議会数が一番多いのは、福岡県の２４市町議会、次いで東京都の２０区市議会の順。採択率が高い県としては、全１５市町村のうち１２市町議会が採択した富山県、次いで全２０市町のうち１５議会が採択した愛媛県が挙げられる。５市町村以上の議会が採択したのは、福井、大阪、佐賀、長崎の４府県である。

　全国２０政令指定都市を見ると、千葉市、川崎市、新潟市、名古屋市、堺市、福岡市、北九州市の７市議会で採択されている。

　来る９月定例会では、全国の県・市区町村議会で、今年を勝負の年として、拉致被害者全員の救出を求める意見書が採択され、オールジャパンの強い意思を示して頂くことを切に願う。


　意見書を採択した都道府県・市区町村は以下のとおり。

◆都道府県議会の意見書採択（２月、６月定例会）44都道府県議会

　〔２月定例会で採択　31道府県議会〕　北海道、青森、宮城、山形、栃木、群馬、埼玉、千葉、神奈川、山梨、新潟、福井、愛知、岐阜、滋賀、京都、大阪、兵庫、鳥取、島根、山口、香川、
徳島、高知、愛媛、福岡、佐賀、熊本、大分、宮崎、鹿児島

　〔６月定例会で採択　２１都県〕青森、岩手、秋田、福島、茨城、群馬、千葉、東京、神奈川、新潟、富山、石川、長野、静岡、三重、岡山、広島、徳島、佐賀、長崎、熊本

●市区町村議会の意見書採択（２月、６月定例会）125市区町村議会

(北海道)　恵庭市、北竜町

(山形県)　天童市、真室川市、飯豊町

(埼玉県)　川口市

(千葉県)　千葉市

(東京都)　中野区、葛飾区、板橋区、足立区、墨田区、江戸川区、豊島区、府中市、武蔵野市、
武蔵村山市、国立市、小金井市、八王子市、西東京市、東久留米市、昭島市、清瀬市、日野市、
調布市、小平市

(神奈川県)　川崎市、大和市

(新潟県)　新潟市

(富山県)　富山市、高岡市、黒部市、滑川市、魚津市、小矢部市、南栃市、氷見市、入善町、
上市町、立山町、朝日町

(石川県)　金沢市、小松市

(福井県)　小浜市、敦賀市、美浜町、高浜町、おおい町

(静岡県)　伊豆市、御前崎市、熱海市

(愛知県)　名古屋市

(京都府)　城陽市、笠置町、伊根町、井出町

(大阪府)　堺市、高石市、門真市、貝塚市、松原市、茨木市、摂津市、交野市

(和歌山県)　串本町

(山口県)　岩国市、山口市、防府市

(徳島県)　小松島市、阿南市

(愛媛県)　松山市、伊予市、今治市、宇和島市、八幡浜市、東温市、大洲市、西予市、愛南町、
砥部町、松前町、内子町、松野町、鬼北町、上島町

(高知県)　高知市、土佐市

(福岡県)　福岡市、北九州市、柳川市、宮若市、豊前市、大牟田市、福津市、みやま市、行橋市、春日市、添田町、香春町、糸田町、久山町、篠栗町、赤村、鞍手町、福智町、桂川町、志免町、
大刀洗町、須恵町、大木町、吉冨町

(佐賀県)　鹿島市、鳥栖市、玄海町、大町町、有田町

(長崎県)　壱岐市、対馬市、五島市、時津町、東彼杵町、川棚町

(鹿児島県)　鹿屋市、志布志市

以上
